
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 子どもの大学受験について保護者の方の体験談を聴いてみませんか ― 

 ２０１０年６月１９日、八王子東高校５階ホールにて３年保護者８６人が参加して、学年

行事「子どもの大学受験について保護者の方の体験談を聴いてみませんか」を開催しました。 

講師には八王子東高校３０期生、３２期生の保護者の方８名をお招きし、親から見た大学受

験についてお話しいただきました。その後、６つのグループに分かれ、講師の方にも入って

いただきながら交流の時を持ちましたが、話が弾んであっという間に終了の時間になってし

まいました。以下、講師の方のお話を少しご紹介します。 

 まず、志望校決定の経緯について、子どもの最初からの意思を尊重し貫き通した方、先生

との三者面談で決定した方、学部にこだわって決定した方など様々でした。また夏休みの過

ごし方ですが、この時期にヒートアップする“しらかし祭”、の準備、応援団の練習に明け暮

れた子どもたちもいた様子。それでも、みなさん温かく見守っていらっしゃったようです。

応援団で一緒に奮闘した仲間が、秋からの受験生活の大きな心の支えになっていたという話 

もしてくださいました。さびしいけれど、子どもがいろんな悩みを相談するのは親ではなく
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て友達！ 一緒に受験を乗り越えていく友を持つことがとても大切であると感じました。ま

た、子どもを信じて見守ることだと講師の方々が異口同音で語っておられました。夏まで行

事や部活など勉強以外に全力を注いでいた子も、秋からは勉強するなと言われても、みんな

必死で志望校をめざすのが東高生なのですね。 

 親ができることとしてあげてくださったのは、毎日細かいことを聞いたりしないで、子ど

もが話したいときに思いっきり話を聞いてあげること、愛情たっぷりのお弁当を作ってあげ

ること（昼夜２食分のお弁当を持たせたという方も何人かいらっしゃいました）でした。と

りわけ男子はご飯が大事のようです。時にはリクエストを聞きたくさん食べさせたいですね。 

 最後に心に残ったのは、ひとりの講師のお母さんの「さあ、受験を楽しもう」という言葉

です。親も心に余裕を持って受験に立ち向かいたいものです。 

【会場の様子】  

 
 

 

参加者の感想 

お弁当のあとの交流タイム 

    ・・・グループで話が弾みました。 
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